
業
界
独
自
の
体
制
で
、
自
浄
と
利
便
促
進
を

場
　
　
所

日
個
連
会
館

決
議
事
項

①	

第
５
回
定
時
総
会
提
出
議
案
承
認
の
件

②	

個
人
タ
ク
シ
ー
事
業
者
団
体
評
価
規
程
制
定
（
案
）承
認
の
件

③	

街
頭
営
業
適
正
化
指
導
規
程
一
部
改
定
（
案
）承
認
の
件

④	

短
距
離
客
歓
迎
ス
テ
ッ
カ
ー
貼
付
終
了
の
件

開
催
日
時

６
月
22
日（
金
） 

午
後
１
時

第
42
回
　
理
事
会
の
焦
点

う
体
制
を
整
備
す
る
も

の
で
す
。こ
れ
ら
は
、個

人
タ
ク
シ
ー
業
界
全
体

の
組
織
、
管
理
体
制
を

強
化
す
る
こ
と
で
、
利

用
者
の
方
々
へ
の
な
お

一
層
の
利
便
促
進
を
図

ろ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

　

そ
の
後
の
審
議
に
て
、

決
議
事
項
は
原
案
通
り

可
決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
都内個人タクシー現況（平成30年6月1日現在） 
許可事業者数  12,769名（前月比 −53名） 

（特別区、武三12,355名  北多摩156名  南多摩258名）

傘下事業者数  12,490名（前月比 −58名）
（特別区、武三12,079名  北多摩153名  南多摩258名）

※集計方法は運輸行政と異なります。

か
ら
「
中
級
」以
上
に
変
更
す
る
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。今
後
、当
協
会
で
開
催
す
る
英
語
研

修
も
中
級
で
開
催
す
る
こ
と
と
し
ま
す
の
で
、

引
き
続
き
羽
田
空
港
国
際
線
へ
の
入
構
を
希
望

す
る
事
業
者
は
、早
め
の
英
語
研
修
中
級
受
講

を
お
願
い
し
ま
す
。

個
人
タ
ク
シ
ー
事
業
者
団
体
評
価
制
度

に
つ
い
て

　

不
祥
事
が
続
く
中
、さ
ら
に
指
導
・
教
育
を

着
実
に
行
う
た
め
に
、個
人
タ
ク
シ
ー
業
界
独

自
の
「
個
人
タ
ク
シ
ー
事
業
者
団
体
評
価
」制

度
を
創
設
・
導
入
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

東
京
タ
ク
シ
ー
セ
ン
タ
ー
が
行
っ
て
い
た
同

制
度
が
廃
止
さ
れ
、評
価
に
係
る
情
報
が
個
人

タ
ク
シ
ー
の
適
正
な
事
業
運
営
に
向
け
た
取
組

み
を
支
援
す
る
目
的
に
協
同
組
合
本
部
へ
提
供

さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
こ
と
か
ら
、こ
れ
に
行

政
処
分
事
案
や
協
会
街
頭
指
導
事
案
を
評
価
対

象
に
加
え
、協
同
組
合
本
部
が
一
元
的
に
管
理

し
、支
部
に
対
す
る
指
導
・
教
育
を
着
実
に
行

　

理
事
会
冒
頭
、
秋
田
会
長
か
ら
現
在
の
業

界
を
取
り
巻
く
状
況
に
つ
い
て
「『
個
人
タ
ク

シ
ー
を
応
援
す
る
議
員
連
盟
』の
第
５
回
総
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。新
規
許
可
枠
の
問
題
に

対
し
、国
会
議
員
の
先
生
方
に
は
積
極
的
に
動

い
て
い
た
だ
い
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。我
々
も

円
滑
な
譲
渡
譲
受
に
向
け
た
要
望
を
い
く
つ
か

出
し
て
い
ま
す
の
で
、そ
れ
ら
に
つ
い
て
の
返

答
を
待
ち
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」と
挨
拶
が

あ
り
ま
し
た
。

羽
田
空
港
国
際
線

タ
ク
シ
ー
プ
ー
ル
に
つ
い
て

　

羽
田
空
港
国
際
線
に
お
い
て
、更
な
る
需
要

の
増
加
が
見
込
ま
れ
る
状
況
か
ら
、タ
ク
シ
ー

プ
ー
ル
入
構
待
ち
渋
滞
の
改
善
・
解
消
の
た
め
、

第
２
タ
ク
シ
ー
プ
ー
ル
の
確
保
・
整
備
が
決
ま

り
ま
し
た
。来
年
４
月
の
実
施
に
向
け
た
新
た

な
運
用
と
し
て
、イ
ン
バ
ウ
ン
ド
旅
客
に
向
け
、

英
語
研
修
修
了
者
専
用
レ
ー
ン
（
お
も
て
な
し

レ
ー
ン
）入
構
条
件
を
今
ま
で
の
「
初
級
」以
上

発行者　一般社団法人東京都個人タクシー協会　教育広報委員会　東京都豊島区南大塚1-2-12　日個連会館5階　（03）3947-1461　http://www.kojintaxi-tokyo.or.jp/
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そ
の
様
な
最
悪
な
状
況
を
迎
え
る
前
に
、個

人
タ
ク
シ
ー
業
界
の
存
亡
を
掛
け
、例
え
ば
、一

定
数
以
上
の
事
業
者
数
が
減
少
し
た
場
合
に

は
、そ
の
減
少
分
を
補
充
す
る
等
の
措
置
を
講

じ
て
頂
け
る
よ
う
行
政
に
要
請
し
て
い
た
と
こ

ろ
、平
成
29
年
４
月
12
日
開
催
さ
れ
た
「
自
民

党
の
個
人
タ
ク
シ
ー
を
応
援
す
る
議
員
連
盟
」の

第
３
回
総
会
の
挨
拶
の
中
で
自
動
車
局
長
か
ら
、

「
２
０
１
１
年
か
ら
２
０
１
５
年
ま
で
全
国
の
個

人
タ
ク
シ
ー
の
減
少
率
は
、17・２
％
。同
じ
期
間

の
法
人
タ
ク
シ
ー
の
減
少
率
は
11・５
％
で
、タ
ク

シ
ー
の
数
を
減
ら
す
こ
と
へ
の
貢
献
は
法
人
に
比

べ
て
明
ら
か
に
あ
る
。」と
し
た
上
で
「
ど
う
いっ

た
形
で
個
人
タ
ク
シ
ー
の
新
規
許
可
が
で
き
る

か
真
剣
に
検
討
し
た
い
。高
齢
化
を
止
め
て
若
い

血
を
入
れ
る
こ
と
に
使
っ
て
い
た
だ
け
る
な
ら
あ

り
得
る
。
法
人
業
界
と
の
調
整
や
特
措
法
の
趣

旨
と
いっ
た
点
で
も
今
後
相
談
し
、対
応
で
き
る

よ
う
に
し
た
い
。」と
の
見
解
が
述
べ
ら
れ
ま
し

た
。今
後
は
、個
人
タ
ク
シ
ー
業
界
が
取
り
得
る

施
策
を
精
査
し
た
上
で
、行
政
に
お
願
い
し
て
い

く
こ
と
に
な
り
、や
っ
と
１
歩
の
前
進
を
見
ま
し

た
。
個
人
タ
ク
シ
ー
業
界
の
将
来
を
少
し
で
も

明
る
い
も
の
に
す
る
た
め
、早
期
実
現
に
向
け
て

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

  

主
な
取
り
組
み
状
況
（
一
部
抜
粋
）

【
優
良
運
転
者
表
彰
】

　

優
良
運
転
者
表
彰
に
つ
き
ま
し
て
は
、か
ね
て

か
ら
要
望
し
て
お
り
ま
し
た
「
表
彰
関
係
取
扱

規
程
」が
改
正
さ
れ
、従
来
は
タ
ク
シ
ー
運
転
者

と
し
て
の
継
続
勤
務
期
間
に
つ
い
て
は
個
人
タ
ク

シ
ー
に
な
って
か
ら
５
年
を
経
過
し
な
い
と一般
表

彰
（
５
年
表
彰
）の
受
賞
資
格
が
得
ら
れ
な
か
っ

た
も
の
が
、平
成
30
年
４
月
１
日
よ
り
継
続
勤

務
期
間
に
つい
て
は
法
個
通
算
し
て
表
彰
区
分
ご

と
の
年
数
を
勤
務
し
て
い
れ
ば
資
格
を
満
た
す

こ
と
と
な
り
、個
人
タ
ク
シ
ー
１
年
目
の
事
業
者

で
も
一般
表
彰
を
受
け
ら
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し

た
の
で
、有
資
格
者
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、積
極

的
に
申
請
さ
れ
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

【
運
転
免
許
返
納
者
割
引
の
導
入
】

　

日
本
の
少
子
高
齢
化
の
進
展
に
伴
い
、高
齢

運
転
者
に
よ
る
死
亡
事
故
等
の
発
生
が
社
会
問

題
と
な
る
中
、高
齢
運
転
者
の
交
通
事
故
防
止

対
策
は
喫
緊
の
課
題
で
あ
り
、そ
の
対
策
を
進

め
る
上
で
、自
動
車
の
運
転
に
不
安
を
感
じ
る

高
齢
者
の
移
動
手
段
を
確
保
す
る
こ
と
が
必
要

と
な
っ
て
い
ま
す
。
高
齢
や
健
康
上
の
理
由
で
運

転
免
許
証
を
自
主
的
に
返
納
し
、外
出
の
足
を

失
っ
た
方
々
が
少
し
で
も
タ
ク
シ
ー
を
利
用
し
や

す
く
な
る
よ
う
、３
月
15
日
開
催
の
第
39
回
理

事
会
に
お
き
ま
し
て
、東
京
の
個
人
タ
ク
シ
ー
業

界
と
し
て
運
転
免
許
返
納
者
割
引
を
導
入
し
て

い
く
こ
と
を
決
定
し
ま
し
た
。

 
業
界
の
現
況

　

個
人
タ
ク
シ
ー
は
、法
人
の
規
制
緩
和
と
は

逆
に
規
制
の
強
化
が
実
施
さ
れ
た
こ
と
に
も
影

響
さ
れ
、平
成
14
年
度
末
の
１
万
９
０
５
６
人

か
ら
平
成
29
年
度
末
で
は
１
万
２
８
７
４
人
と

６
１
８
２
人
も
減
少
を
し
て
お
り
ま
す
。新
た
に

個
人
タ
ク
シ
ー
事
業
者
と
な
っ
た
者
は
、譲
渡
譲

受
認
可
事
業
者
の
み
で
、平
成
28
年
度
３
６
０

人
、平
成
29
年
度
３
０
２
人
に
止
ま
って
い
ま
す
。

　

全
事
業
者
数
で
見
る
と
、こ
の
１
年
で
は

５
４
５
人
の
減
少
と
な
り
、１
万
２
千
を
割
り
込

む
こ
と
が
目
前
に
迫
っ
て
お
り
、正
し
く
危
機
的

状
況
と
な
って
お
り
ま
す
。

　

東
京
都
の
全
交
通
圏
に
お
い
て
は
、新
規
許
可

が
引
き
続
き
凍
結
さ
れ
て
お
り
、事
業
者
数
は

更
に
減
少
し
、組
織
を
維
持
す
る
こ
と
が
困
難

な
状
況
と
な
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
り
ま
す
。

　　　　　　　科     目 当年度 　 前年度 　 増　減 　
Ⅰ　一般正味財産増減の部
 １．経常増減の部
  （１）経常収益
   受取登録料 309,000 361,000 △ 52,000
   受取会費 277,878,700 289,084,200 △ 11,205,500
    会員受取会費 146,660,800 152,575,050 △ 5,914,250
    上部団体受取会費 131,217,900 136,509,150 △ 5,291,250
   事業収益 6,360,000 6,789,600 △ 429,600
    研修事業収益 5,300,000 5,674,200 △ 374,200
    代行事業収益 1,060,000 1,115,400 △ 55,400
   雑収益 2,363,188 2,180,732 182,456
   経常収益計 286,910,888 298,415,532 △ 11,504,644
  （２）経常費用
   事業費 117,179,175 122,103,151 △ 4,923,976
    役員報酬 7,164,780 7,161,924 2,856
    給料手当 43,309,449 42,312,276 997,173
    役員退職給付費用 1,350,270 675,540 674,730
    退職給付費用 2,622,780 2,312,550 310,230
    法定福利費 7,541,869 7,485,761 56,108
    福利厚生費 338,855 419,474 △ 80,619
    会議費 2,271,801 3,237,089 △ 965,288
    旅費交通費 10,327,580 13,469,100 △ 3,141,520
    通信運搬費 1,118,510 1,376,622 △ 258,112
    減価償却費 1,588,026 1,588,026 0
    報奨費 700,000 600,000 100,000
    消耗品費 434,354 430,079 4,275
    会場費 3,445,956 3,330,612 115,344
    委託費 3,437,424 3,450,492 △ 13,068
    印刷製本費 12,879,571 16,464,576 △ 3,585,005
    賃借料 6,772,428 6,772,428 0
    清掃費 148,140 143,396 4,744
    光熱水料費 395,457 416,166 △ 20,709
    リース料 506,925 108,896 398,029
    表彰費 590,000 670,000 △ 80,000
    共済給付金 8,900,000 8,400,000 500,000
    花環代 1,335,000 1,260,000 75,000
    振込手数料 0 18,144 △ 18,144
   管理費 168,705,845 172,830,923 △ 4,125,078
    役員報酬 3,070,620 3,069,396 1,224
    給料手当 8,496,111 8,300,494 195,617
    役員退職給付費用 316,730 158,460 158,270
    退職給付費用 615,220 542,450 72,770
    法定福利費 1,769,082 1,755,921 13,161
    福利厚生費 79,482 98,395 △ 18,913
    会議費 4,467,152 4,571,615 △ 104,463
    旅費交通費 8,144,310 8,524,250 △ 379,940
    通信運搬費 1,825,703 1,959,156 △ 133,453
    減価償却費 372,500 372,500 0
    什器備品費 143,964 0 143,964
    消耗品費 909,639 1,051,754 △ 142,115
    印刷製本費 820,024 1,024,168 △ 204,144
    賃借料 1,588,596 1,588,596 0
    清掃費 34,749 33,635 1,114
    光熱水料費 92,760 97,618 △ 4,858
    リース料 118,913 25,542 93,371
    ソフト費 596,311 552,420 43,891
    表彰費 500,330 320,096 180,234
    対外活動費 161,392 150,161 11,231
    広告宣伝費 1,688,000 280,800 1,407,200
    新聞図書費 405,555 352,900 52,655
    諸負担金 469,580 483,080 △ 13,500
    顧問料 540,000 540,000 0
    慶弔費 0 60,000 △ 60,000
    交通援助賛助金 200,000 200,000 0
    租税公課 21,200 26,500 △ 5,300
    上部団体会費 131,217,900 136,509,150 △ 5,291,250
    雑費 40,022 181,866 △ 141,844
   経常費用計 285,885,020 294,934,074 △ 9,049,054
  当期経常増減額 1,025,868 3,481,458 △ 2,455,590
 ２．経常外増減の部
  （１）経常外収益
   経常外収益計 0 0 0
  （２）経常外費用
   経常外費用計 0 0 0
  当期経常外増減額 0 0 0
  税引前当期一般正味財産増減額 1,025,868 3,481,458 △ 2,455,590
  法人税等 71,227 71,461 △ 234
  当期一般正味財産増減額 954,641 3,409,997 △ 2,455,356
  一般正味財産期首残高 34,976,929 31,566,932 3,409,997
  一般正味財産期末残高 35,931,570 34,976,929 954,641
Ⅱ　指定正味財産増減の部
  当期指定正味財産増減額 0 0 0
  指定正味財産期首残高 0 0 0
  指定正味財産期末残高 0 0 0
Ⅲ　正味財産期末残高 35,931,570 34,976,929 954,641

正味財産増減計算書 平成２9年５月１日から平成30年４月３０日まで （単位：円） 平
成
29
年
度
事
業
報
告
（一
部
抜
粋
）
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氏
名	

所
属
団
体	

享
年	

病
名

荻
野　

幸
吉	

（
東
個
協
・
江
戸
川
第
一
）	

70	

食
道
癌

嶋
田　

忠
宏	

（
東
個
協
・
武
三
）	

72	

大
腸
癌

津
村
井　

正
男	（
東
個
協
・
練
馬
第
二
）	

73	

心
不
全

月
足　

和
朗	

（
東
個
協
・
北
多
摩
）	

52	

不
明

末
松　

賢	

（
都
営
協
・
江
戸
川
）	

61	

脳
挫
傷

関
根　

昌
治	

（
都
営
協
・
亀
戸
）	

70	

胃
癌

鹿
沼　

勇	

（
都
営
協
・
東
友
）	

67	

心
不
全

ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す

訃
報

＊
５
月

■不適正営業集計表（街頭営業適正化指導規程）	 （件）

発生月 警告事案 処分事案 処分事案（加重） 合計

平成30年4月 20 4 0 24

■処分事案対処報告書（街頭営業適正化指導規程）	 平成30年5月報告分

会員 団体名 氏名 発生日 発生場所 対象行為 加重 処分内容

東個協 足立第一支部 Ｈ・Ｔ H30.1.27 新宿区新宿5-11 メーター操作
不適切

表示灯使用停止
精算停止　無線営業停止

東個協 足立第二支部 Ｎ・Ａ H29.12.27 港区新橋1-13 運送引受拒絶 表示灯使用停止
精算停止

東個協 北支部 Ｋ・Ｍ H30.3.30 中央区銀座6-2先 待機禁止無視 加重 表示灯使用停止
精算停止　講習１日

東個協 都心支部 Ｍ・Ｙ H30.2.27 新橋駅東口吉野家前 進入禁止無視 表示灯使用停止
精算停止

東個協 墨東支部 Ｔ・Ｋ H30.1.15 中央区銀座7-3 乗禁地区営業 表示灯使用停止
精算停止

東個協 新東京支部 Ｋ・Ｚ H30.2.27 中央区銀座4-7 メーター不使用 表示灯使用停止
精算停止

都営協 板橋支部 Ｍ・Ｋ H30.4.2 港区新橋2-17 メーター操作
不適切

表示灯使用停止
換金停止　無線配車止め

都営協 事業団支部 Ｎ・Ｋ H30.3.27 新橋駅烏森口周辺 待機禁止無視 表示灯使用停止
換金停止　無線配車止め

※処分事案は会員団体に処分を要請し、平成30年5月中に処分内容の報告があったもの
※加重とは、処分事案としての処理が２回目以降となる場合です

　

昨
年
３
月
の
道
交
法
改
正
に
よ
り
、

75
歳
以
上
（
免
許
証
の
更
新
期
間
の
満

了
日・誕
生
日
の
１
か
月
後
の
日
現
在
）

の
方
が
運
転
免
許
証
の
更
新
を
す
る
際

に
は
、更
新
手
続
を
行
う
前
に
、「
認
知

機
能
検
査
」を
受
け
、そ
の
検
査
結
果
に

基
づ
い
て
、検
査
日
と
は
別
日
に
「
高
齢

者
講
習
」を
受
講
し
て
お
く
必
要
が
あ

り
ま
す
。

　

更
新
手
続
に
は
想
像
以
上
の
期
間
を

要
し
ま
す
の
で
、「
免
許
証
更
新
の
た
め

の
検
査
と
講
習
の
お
知
ら
せ
」の
ハ
ガ
キ

が
届
き
ま
し
た
ら
、即
刻
、極
力
早
い
日

程
で
受
検
で
き
る
教
習
所
を
探
し
て
認

知
機
能
検
査
の
予
約
を
し
て
く
だ
さ
い
。

■
免
許
証
更
新
ま
で
の
一
般
的
な
流
れ

①
お
知
ら
せ
の
ハ
ガ
キ
（
約
１
９
０
日

前
）

②
認
知
機
能
検
査
の
予
約
（
公
安
委
員

会
か
ら
委
託
を
受
け
た
都
内
47
の
教

習
所
の
い
ず
れ
か
へ
事
前
予
約
を
し

ま
す
が
、大
変
混
み
あ
っ
て
お
り
、予

約
が
４
～
５
か
月
先
ま
で
埋
ま
っ
て
い

ま
す
。）

③
認
知
機
能
検
査
の
受
検
（
満
了
日
の

６
か
月
前
か
ら
受
検
可
能
。受
検
後
、

「
認
知
機
能
検
査
結
果
通
知
書
」が

交
付
さ
れ
ま
す
。
高
齢
者
講
習
受
講

高
齢
者
の
免
許
更
新
・
早
め
の
手
続
き
を

＝
検
査・講
習
予
約
満
杯
で 

失
効
の
恐
れ 

＝

時
に
必
要
で
す
。）

④
高
齢
者
講
習
の
予
約
（
認
知
機
能
検

査
の
結
果
に
基
づ
き
、２
時
間
講
習
か

３
時
間
講
習
の
い
ず
れ
か
指
定
さ
れ

た
講
習
を
、47
の
教
習
所
の
い
ず
れ
か

へ
事
前
予
約
し
ま
す
が
、認
知
機
能

検
査
と
同
様
に
大
変
混
み
あ
っ
て
お

り
ま
す
。）

⑤
高
齢
者
講
習
の
受
講（
受
講
後
、「
高

齢
者
講
習
終
了
証
明
書
」が
交
付

さ
れ
ま
す
。更
新
手
続
時
に
必
要
で

す
。）

⑥
更
新
手
続

　

更
新
手
続
が
満
了
日
ま
で
に
終
了
で

き
な
か
っ
た
場
合
、運
転
免
許
は
失
効
し

ま
す
の
で
個
人
タ
ク
シ
ー
事
業
は
休
止

す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。そ
の
際
に
は
事

業
休
止
届
の
提
出
及
び
運
転
免
許
停
止

期
間
等
報
告
書
に
よ
る
報
告
等
が
必
要

と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、失
効
手
続
き
に
よ
り
運
転
免

許
証
を
再
取
得
す
る
こ
と
が
必
要
と
な

り
ま
す
。

　

警
視
庁
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
「
高
齢
者

講
習・認
知
機
能
検
査
実
施
場
所・予
約

状
況
一覧
」（
月
２
回
更
新
）が
掲
載
さ
れ

て
お
り
ま
す
の
で
、一番
早
く
受
検・受
講

で
き
る
教
習
所
を
調
べ
て
予
約
し
て
く

だ
さ
い
。

安
全
第
一
、
法
令
順
守
の
営
業
を

　

平
成
30
年
６
月
１
日
付
け
期
限
更
新
の
内
容
が

ま
と
ま
り
ま
し
た
。

　

今
回
の
更
新
者
は
１
８
２
７
名
で
、更
新
後
の
許

可
期
限
の
内
訳
は
５
年
１
６
６
名
、３
年
７
４
１
名
、

２
年
86
名
、１
年
８
１
０
名
、定
年
を
迎
え
る
最
終

更
新
５
名
、前
回
更
新
時
に
お
け
る
違
反
未
報
告
等

に
よ
る
処
分
保
留
19
名
で
し
た
。

　

ま
た
、４
６
０
名
が
道
交
法
違
反
等
に
よ
り
特
別

研
修
の
対
象
と
な
り
ま
し
た
。

　

な
お
１
年
を
５
回
連
続
す
る
と
「
許
可
等
に
付
さ

れ
た
期
限
の
更
新
申
請
の
審
査
及
び
取
扱
基
準
」に

よ
り
期
限
更
新

を
認
め
な
い
こ
と

に
な
り
ま
す
が
、

今
回
も
対
象
者

ゼ
ロ
で
あ
り
ま
し

た
。４
回
連
続
の

13
名
、３
回
連
続

の
35
名
に
対
し
て

は
当
協
会
会
長

名
で
警
告
書
を

送
付
し
、安
全
運

転
への
注
意
喚
起

を
行
い
ま
し
た
。

　

よ
り
一
層
の
安

全
運
転
を
心
掛

け
て
く
だ
さ
い
。

平
成
30
年
６
月
１
日
付
け
期
限
更
新

許
可
期
限
１
年
連
続
者
に
つ
い
て

期限更新者の内訳	 （人）

更新者数
更新後の許可期限（内訳）

５年 ３年 ２年 １年 定年（最終更新）

1,827
（100%）

166
（9.1%）

741
（40.6%）

86
（4.7%）

810
（44.3%）

5
（0.3%）

※年齢の理由のみで３年、２年、１年となった者を含む。
※その他、違反報告未了等による保留者19名あり。

許可期限１年連続者	 （人）

初回 ２回連続 ３回連続 ４回連続 合計

314 98 35 13 460

※年齢、代務雇用中、事業休止中の理由により１年となった350名を除く。
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三郷JCT
東京外環
自動車道

京葉道路

三郷南
IC

川口
JCT
川口
JCT

京葉
JCT

高谷
JCT

篠崎IC

葛西
JCT

大井JCT

小菅JCT
堀切JCT

中 央 環
 状

 線

中 央 環
 状

 線

湾岸
道路

東関東道

［開通区間］［開通区間］

【 道路・橋等 】
地図 名称 概要 変更日

東京外かく環状道路
（三郷南IC ～高谷JCT）

既存の外環道と京葉道路・東関道が
外環道で接続されることにより、北関東
と千葉県が首都高を経由せずにアク
セスできるようになるとともに、この開通
により、渋滞が激しい首都高速中央環
状線や、箱崎ＪＣＴの渋滞緩和が期待
される。

平成30年6月

地理モニター報告�

【 名 称 変 更 】
旧名称 新名称 所在地 変更日

晴海グランドホテル ホテルフクラシア晴海 中央区晴海3-8-1 平成30年6月

譲渡譲受認可書交付式

し
た
。供
給
過
剰
の
解
消
、業
界

の
活
性
化
を
目
指
し
て
、一
丸

と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
た
だ

く
と
と
も
に
、利
用
者
利
便
向

上
に
ご
尽
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

以
上
３
つ
の
お
願
い
を
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、個
人

タ
ク
シ
ー
事
業
者
は
、優
秀
適

格
者
の
方
々
に
与
え
ら
れ
た
も

の
で
す
。適
切
な
自
己
管
理
が

で
き
な
け
れ
ば
、最
悪
の
場
合
、

期
限
更
新
が
認
め
ら
れ
ず
に
個

人
タ
ク
シ
ー
事
業
が
継
続
す
る

こ
と
が
で
き
な
く
な
る
よ
う
な

事
態
に
も
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。今
後
は
自
分
自
身
を

律
し
て
、適
切
な
自
己
管
理
を
し
て
い
た
だ
け
れ
ば

と
思
い
ま
す
。

　

皆
様
が
ご
自
身
の
健
康
に
留
意
さ
れ
、末
永
く
無

事
故
で
ご
活
躍
さ
れ
る
事
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
」

東
個
協
・
板
橋
第
一
支
部

平
川 

健
治
さ
ん （
36
歳
）

　

法
人
に
な
っ
て
３
年

経
っ
た
頃
に
、自
分
は
タ

ク
シ
ー
の
仕
事
が
性
に

合
っ
て
い
る
な
と
感
じ
は
じ
め
ま
し
た
。そ
の
時
、個

人
タ
ク
シ
ー
を
知
り
、そ
れ
な
ら
ば
将
来
は
自
分
も

個
人
タ
ク
シ
ー
を
目
指
そ
う
と
思
っ
た
の
が
き
っ
か

け
で
す
。今
後
は
、ま
ず
安
全
運
転
を
心
掛
け
、違
反

や
事
故
を
で
き
る
だ
け
起
こ
さ
な
い
よ
う
に
、安
全

安
心
な
運
行
に
努
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

冒
頭
、関
東
運
輸
局
東
京
運
輸
支
局
久
米
次
長
か

ら
ご
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

　
「
こ
れ
か
ら
は
個
人
タ
ク
シ
ー
事
業
者
と
し
て

日
々
営
業
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
す
が
、皆
様
に
３

つ
の
お
願
い
が
あ
り
ま
す
。

　

一
つ
目
は
輸
送
の
安
全
・
安
心
の
確
保
で
す
。一

人
ひ
と
り
が
安
全
の
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
と
し
て

の
高
い
意
識
を
持
っ
て
ハ
ン
ド
ル
を
握
っ
て
く
だ
さ

い
。二
つ
目
は
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
（
法
令
遵
守
）で

す
。残
念
な
が
ら
昨
年
来
、個
人
タ
ク
シ
ー
事
業
者

に
よ
る
悪
質
な
違
反
等
が
頻
繁
に
発
生
し
て
お
り
ま

す
。こ
の
よ
う
な
問
題
が
繰
り
返
し
発
生
し
ま
す
と
、

個
人
タ
ク
シ
ー
は
優
秀
適
格
者
で
あ
る
と
い
う
位
置

付
け
そ
の
も
の
が
問
わ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。改

め
て
法
令
遵
守
の
徹
底
を
お
願
い
い
た
し
ま
す

　

最
後
は
タ
ク
シ
ー
事
業
の
適
正
化
及
び
活
性
化
で

す
。平
成
26
年
１
月
に
改
正
特
措
法
が
施
行
さ
れ
ま

自分自身を律し、
適切な自己管理を

　６月21日（木）午後３時より、個人タクシー会館にて、
関東運輸局主催による「個人タクシー譲渡譲受認可書
交付式」が行われました。

譲渡譲受認可書交付式
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■携帯メールによる情報伝達システムに未登録の方は toroku@tokokyo.jp へ空メールを送信してください。


